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〔話題〕 VTRによる医学教育の試み
われわれが学生であった頃，講堂では黒板それに掛図
を用いる教官，ガリ版刷でプリント配布しこれを資料と
して講義を進められる人， 時折 16mmの映画を供覧し
てくださる教官， そんな風にして 60"， 70名の学生が授
業を受けてきた。戦後スライドが発達し，現在ではカラ
ースライドによって講義が進められている。
学生数が 100名以上ともなると，少数教育を旨とする
医学教育も，またその方法も改善されて行かねばならな
い。それに教育量も増えてきた昨今では効率よく講義を
する工夫がなされねばならぬことは当然で、ある。視聴覚
教育というものが小学校や中学校で採用されている。大
学生といえどもその教育法が用いられて不思議はない。 
VTRによる医学教育の試みが文部省の補助金を得て
本学で実施されようとしているので，企画者の一人とし
てそれを簡単に紹介する。 
1. VTRセンターの機能
基礎医学教室のほぼ中央にーコマの部屋が割当てられ
た(図A)。ここでビデオのテープを作ることができる。
カラーカメラ (a) とその照明 (b)で動くものを記録
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する。 テレシネ (c)ではスライドを記録し， 16mm， 
8mmの映画もテープに入れることができる。顕微鏡に
よる組織標本もテープに収めることができる (d)。教材
提示卓 (e)では書物の文字や図表を撮ることができる
し，臓器標本も記録できる。 VTR卓 (f)では記録し
たテープや市販されているテープを混え，これを編集し
て一本のテープにまとめあげ，音声をこれに加えて行く
ことができる。
以上の装置が VTRセンターに備えつけられている
が，ここでの装置を利用して各教室別にそれぞれの課題
や項目に従ってテープが製作される。例えばそれらを全
部まとめると教科書に匹敵する内容となり，しかも教科
書では得られないこれが動的な教材となる。テープは図
書館に保管され，分類整理されてこれまでの図書と同じ
ように学生がこれを借りて自習する。こんな風になれば
理想的なのであるが，テープを作るのに大変な努力が必
要であろう。全国的にテープが作られてそれらが交換さ
れるようになるであろうが，すでにビデオを撮影したり
これを編集する専門家がおって金さえだせば，そのシナ
リオも作ってくれる。 
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VTRセンターと基礎第 lおよび第 2講義室，それに
病材講堂とが有線で結ぼれている。センターで撮影され
ているものがそのまま上記の講義室にセットしであるテ
レビの受像管に映しだされる仕組になっている。講義室
にいる教官とセンターの技師この間にはインターホーン
程度の連絡ができるようになると考えている。 
2. 学生自習用テレビ
)，B台を追加するが(図2台，近々3ただ今のところ
図書館より借用してきたテープを自由にみることができ
る。実習の指針となるテープであれば，実習室でこれを
みることができる。図 Bでみるように本体は移動可能で
あるし， 10個のエアホ{ンがついているから，音声はヱ
アホーンのみで隣の学生達の防害とならない。教官を混
へて討論しながら教育を進めて行くことができる。 
3. 講義室のテレビ装置
数年置きに学生が増募され，来年には 120名の学生が
やってくる。噌募されると講義室が縦に伸び，施設課で
はこの種の講堂を“うなぎの寝床"と呼んでいる。学年
はじめ学生が全部出席すると後ろの席の連中は黒板の宇
を判読できない。これを承知で教育している教官も無責
任であるが，後ろに席をとるような学生はこれに文句を
いわぬからよくしたものである。施設課も苦情がないか
ら相変らず“うなぎの寝床"である。テレビの受像管は
現在 6個(来年の新学期までに 8個)を天井から吊して
いる (図 C)。黒板に書かれた文字をテレビカメラで撮
影しこれを映像して後ろの学生にも見えるようにするの
が普通であるが，ここではその方式をとらない。テレビ
カメラを扱うために技官を講義窪当り l名増員せねばな
らぬので，それは不可能で、ある。教材提示卓をここでは
採用した。
図Cの遠景からの写真でも想像できると思われるが，
提示卓の上に白い紙を置き，その上をカラーサインペン
で書けば黒板と同じように文字を映しだすことができ
る。重要な文字をズームでアップすれば印象が深くな
る。書物をそこに入れればそのままその図表を示すこと
ができる。馴れれば黒板より便利で、ある。
病材講堂の教材提示卓には病理標本をのせ，その示説
ができることである。最近のカラーカメラでは標本の色
がさして違いなく映しだされる。技術の進歩の賜であ
る。ズームが用いられているので局所の所見をアップし
てみせることができる。ズームを足踏方式で行ない手は
そのまま標本を指示できるようにしようと思ったが，足
踏方式にするだけで 80万円もかかるので今回は手動に
して貰らった。これで標本を多くの学生にまんべんなく
みせることができるようになったとその効果を期待して
いる。
